
歴史はその時の支配階級の意志により，少なからず脚

色されることは致し方のない事実である．例えば明治初

期に征韓論で野に下った当時の参議たちが起こした萩の

乱・神風連の乱・佐賀の乱・西南戦争は，一方は反乱で

あり，他方は戦争あるいは役とされているように．また

歴史書の著者の思い入れによっても大いに異なる．なか

には御用歴史家も無きにしもあらずであり，また歴史を

知らぬopinion leaderの一言で間違った方向へ進むこと

があるほか，最近ではマスコミの影響も強い．従ってこ

こでは出来るだけ事実のみを記載したつもりであるが，

独断と批判される可能性があること，更に本論文に記載

した文献は，戦前および戦後の混乱期のものは出来るだ

け収集したつもりであるが，それでも極めて僅かにすぎ

ないことを予めお断りしておく．

ただ従来発表されている文献の中には，頁数が巻号の

通し頁数でなく，号毎の頁数であるなど検索に際して苦

労した経験から，今後の文献検索を容易にするため，国

立国会図書館あるいは大学図書館の相互貸借制度を利用

して，閲覧のみしか出来ない文献を除いて必ずコピーを

取り，文献の出典を正確に記載することに努めた．また

関連する文献の中には同一番号としa,b,c,･･･で追記し

た．

以下主に真菌関連事項を中心に感染症領域の出来事に

加え，内科領域の真菌症について年表に従って記述する

（敬称略）．

医真菌学のあゆみについては，既に先人の講演が行わ

れている．即ち高橋は日本医真菌学会創立10周年記念

講演「わが国医真菌学の発展の回顧」の中で１），また岩

田は20周年記念講演「医真菌学会の20年の歩み」を２），

福代３）は30周年記念講演で「日本医真菌学会30年を顧

みて」の講演がある．

高橋１）は真菌症研究の発展を明治初期から大正末まで

を第１期，第２次大戦までを第２期，その後を第３期に

分けておられる．それに従うと第３期は既に60年余が

経過し，研究の幅が広がり発展の一途にある．そのため

昭和60年あたりを一区切りにするのも一法かと考えら

れる．

蘭学の揺籃期から幕末まで
わが国における近代医学は，蘭学が盛んになるに従っ

て進歩した．ただ蘭学，特に医学に関する知識は古く江

戸初期より長崎の出島から少しずつ流入してはいたが，

急激に取り入れられたのは江戸時代後期のことである．

1759年山脇東洋は従来の知識に飽き足らず，京都で

初めて解屍を行い「臓志」を刻している．その20年後

Jpn. J. Med. Mycol.
Vol. 49,  5－25,  2008
ISSN  0916－4804

総　　説

わが国における医真菌学のあゆみ：内科学領域を中心として

森　　　　　健

順天堂大学医学部内科（血液学）

〔受付：５月２日，2007年，受理：10月２日，2007年〕

要　　　旨
江戸後期から現在までのわが国の近代医学の進歩，特に医真菌学を中心とした感染症の発展の概略を報告する．
江戸時代における蘭学の流入と明治維新におけるヨーロッパ医学，主にドイツ医学の採用によって，日本医学

は徐々にではあるが確実に進歩した．しかし第２次世界大戦は，他の科学的分野と同様に，医学領域においても，
その発展が一時的に阻害された．しかしその後も学問の発展は止むことなく確実に進歩し，最近20年間では医
真菌学の基礎的研究および真菌性疾患，特に臨床的分析・臨床診断法・治療法の進歩が著しく，西欧諸国と同等
あるいはそれ以上の成果が得られるに至っている．

しかし深在性真菌症で苦しんでいる方々を救命するには，更なる発展が必要である．
Key words： 医学史（medical history），蘭学（Dutch studies（Rangaku）in the Edo period），感染症

（infectious diseases），全身性真菌症（systemic fungal diseases），真菌症研究（studies of fun-
gal disease）

別刷請求先：森　　健

〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1

順天堂大学医学部内科（血液学）



杉田玄白・前野良沢らが幕府の許可を得て，江戸千住小

塚原で腑分けを行った後に解体新書を著すなど，蘭学は

徐々にではあるが世間に広がっていった．大槻玄沢は

1783年に蘭学塾・芝蘭堂を開いている．

1823年Sieboldが来日し，後にSiebold事件を起こし

たものの，長崎で蘭学の普及に努めた．緒方洪庵の適々

塾（適塾），佐藤泰然の和田塾（後に佐倉移転に伴い順

天堂）の蘭学塾が開かれる等，蘭学が大いに広がりを見

せた時期である．適塾は翻訳を含め基礎的な方面に，佐

倉順天堂では外科を中心とした臨床面に重点を置いた教

育を行ったとされる．

ヨーロッパではLangenbeckが1839年に鵞口瘡から

Candida albicansを発見し，さらに1845年に放線状菌に

ついて記載している．また1840年Henleが細菌学の基

礎を築いている．

幕府は1849年和蘭方禁止令を出したものの，種痘が

行われ蘭方医学が流行り病に対して有効なことなど蘭学

を無視できず，1855年洋学所を設立．1858年には蘭学

禁止令を解除して種痘所を開設し，1861年には種痘所

を西洋医学所と改称するに至っている．

これより先1857年Pompeが来日して蘭学の指導に努

めた．Pompeは門下生である松本良順・佐藤尚中・司

馬盈之（凌海）・佐々木東洋・岩佐　純・長与専斎・池

田謙斎など，明治維新以降の日本医学会の発展に貢献し

た人材を多数教育しており，この時期には翻訳書も出版

されている．

1862年Pompeの後任としてBauduinが着任している．

彼は現在の東京大学を上野に移転する案が出た時，公園

にすべきと主張し，上野公園を残した恩人ともされてい

る．

ヨーロッパでは1862年Pasteurが微生物感染発病説を

発表し，1867年Listerが石炭酸消毒法を開発した．翌明

治元年に早くも本邦で高松凌雲が応用・実施している．

明治元年（1868年）～明治20年（1887年）頃まで
明治維新後，医学教育は実質的には所謂外人（ドイツ

人）お雇い医師によって開始されたと言える．しかし外

人教師のみに頼るのではなく，海外の医学書の翻訳も盛

んに行われ，医療制度や医学教育制度も徐々にではある

が整備された時期である．

江戸から明治に時代が移っても，今で言うコレラ・チ

フス・赤痢などの流行り病が頻発していた．1869年に

は予防接種法が制定され，その後医学校校則の公布，

1875年には医師学術試験が実施され，医学書や医学雑

誌の刊行が相次ぎ，医学会の前身である東京医学会社が

設立され，また1876年Bälzが着任している．

同じ年当時わが国の国民病の１つとされていた脚気病

等の調査が開始されている．徳川将軍15代のうち，10

代家治，13代家定，14代家茂は脚気衝心で亡くなった

とされるほどで，結核と並んで国民病とされていた．当

時の軍隊でも重要な問題であった．その原因については

伝染説，栄養障害説，中毒説があり，軍部（陸軍と海軍）

を巻き込んだ論争が昭和初期まで行われた４）．1885年緒

方正規は脚気感染症説を主張している．しかし高木兼寛

は海軍の艦艇を，白飯組と麦飯・パン食組の２つのグ

ループに分け，現在で言う二重盲検法を行って，その原

因を追究し麦飯が有効なことが判明した．しかしその理

由は不明であった．鈴木梅太郎は糠の研究から，「オリ

ザニン（米ぬかの中の有効成分を米の学名オリザ・サ

チィバに因んで名付けた）」を発見し，1910年12月東京

化学会で発表した５）が，当時医学会の大家は一顧だにせ

ず，「鈴木が脚気に糠が効くと言ったそうだが，馬鹿げ

た話だ．鰯の頭も信心からだ．糠で脚気が癒るなら，小

便を飲んでも癒る」と言われたほどでわが国では殆ど顧

みられなかった６）．鈴木より１年遅れてイギリス・リス

ター研究所のFunkが同様の物質を発見し，蛋白質・脂

肪・炭水化物・無機質以外の生命保持に欠くべからざる

物質として，vita（生命）＋amine（塩基性物質）を合成

してビタミンと命名し，1918，1919年頃欧米でビタミ

ン研究が勃興して海外から日本に入ってきて，初めて鈴

木の業績が評価された経緯がある．

1877年には博愛社（現在の日本赤十字社）が設立さ

れ，1880年には伝染病予防法が公布されている．

欧米では1872年にSchröterが馬鈴薯細菌培養法を着

想し，Cohnは細菌が植物であることを発表したほか，

各種の染色法が考案された．1877年Bollingerにより放

線状菌が発見され，Kochが細菌学を確立して透明固形

型培養器を発表した時期に相当すると共に，Tyndallが

ペニシリンの濫觴となる細菌の選択的発育阻害作用を観

察した７）のもこの時期である．

明治20年（1887年）頃から明治末（1912年）まで
本邦では日本医学会の前身である乙酉会や内科学会が

設立され，1902年には第１回聯合医学会が，翌年には

第１回内科学会が開催されたほか，1892年北里柴三郎

によって「伝染病研究所」が設立された．北里はイギリ

スやアメリカからの教授就任依頼を断って，ドイツから

帰国し，Pasteur研究所やKoch研究所に匹敵する研究

機関にすることを目標に伝染病研究所を設立したとさ

れ，翌年には「黴菌学」を出版している．

伝染病予防法が公布され法的にも活発な動きがあった

時でもある．

一方1888年Nocardがノカルジア症を初めて記載す

る８）と，翌年にはNocardiaが，次いでActimomycesが分

離培養されている．本邦における最初のノカルジア症例

は1990年のAoyamaによる報告例12）とされる．

1904年にSabouraudは皮膚病に糸状菌が関与してい

ることを指摘し，後に“Les Teignes（白癬）”を出版し

ている．

わが国では，明治20年代以降第２次世界大戦まで，

放線菌（放線状菌）やStreptothrixによる感染症に関す

る研究が盛んに行われたが9－31），戦後抗生物質が出現す

ると共に減少し，最近では比較的稀な疾患になっている．

その間，Shiota15）は100頁を超える長文の論文を海外へ
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投稿しているほどである．ただStreptothrixは現在では

Actinomyces，NocardiaおよびStreptobacillusに分類され

ており，論文内容がそのいずれに属するか不明であるが，

従来の記載に従うとAoyamaらの報告12）がノカルディ

ア症の本邦最初の症例と言える．

1900年北里研究所の遠藤が乳酸非発酵性病原菌分離

用培地（遠藤培地）を開発したほか，1907年接合菌症32a），

1908年アスペルギルス症の本邦第１例が報告33a）されて

いる．

大正時代（1912年～1926年）
本邦においては1913年深在性クリプトコックス症34a）

が報告されている．

1914年に時の大隈内閣が，これより先1899年内務省

管轄になっていた伝染病研究所を，所長の北里柴三郎に

何ら相談すること無く，文部省に移管した所謂“伝研移

管事件”が起き，当時大いに物議を醸した．

1926年には第１回伝染病学会（現在の感染症学会）

が開催されている．

海外では1912年スポロトリクム症がBeurmannらに

よって初めて記載されている．

1923年太田は真菌の分類に関するOta-Langeronの分

類35）をフランスで発表し，帰国後1926年より皮膚科及

泌尿器科雑誌に糸状菌の形態と疾患について６回にわた

り詳細に報告している36a－f）．

昭和元年（1926年）から終戦（1945年）まで
1930年11月当時の首相浜口雄幸が狙撃され，翌年腹

部放線菌症で亡くなっている23）ほか，1938年には国民

健康保険法が公布されている．

真菌症に関しては1930年腸管淋巴腺に見られた芽菌

の報告 37）が，1937 年小児の全身性カンジダ症 38）や

Myceloblastonon（Candida?）による内臓酵母菌症の報

告39）のほか，朝鮮人に見られたコクシジオイデス症40a）

が，日本人例は1961年になって初めて報告40b）されてい

る．そのほか，1942年には播種性スポロトリコーシス41a）

の最初の症例が報告されている．

海外では1928年Flemingが青カビの抑菌作用に気づ

き，1929年penicillinを発見42）したものの放置されたま

まであったが，1940年代に再発見されて大量生産が可

能になり，第２次世界大戦で負傷した多くの将兵を救っ

たとされる．またこの時代はサルファ剤の研究が進み，

コーチゾンが分離され，streptomycinが発見され43），

1939年OxfordらはPenicillium griseofulvumの代謝産物

からgriseofulvinを発見し44），1946年に抗糸状菌効果を

発表している．

終戦（1945年）以降昭和40年（1965年）まで
終戦後の混乱期（1946年）にインターン制度が制定

された．欧米でchloramphenicol45）などの抗生物質の開

発が続き，1950年世界最初の腎移植がLawlerらによっ

て行われている46）．

本邦でも各種抗生剤が発売されるに従って，抗生剤使

用に伴う菌交代現象・菌交代症としてのカンジダ症（モ

ニリア症）などに注目が集まり，多くの症例報告が行わ

れ，積極的に研究されるようになった．カンジダ症に関

しては先に述べたように戦時中の1937年に小児に合併

した例が報告されている．1950年喀痰から大量にカン

ジダが検出された臨床例が，1952年剖検例が報告され

ている47－52）ほか，土屋らによる「カンジダの因子血清診

断」53）など基礎的な論文も少なからず発表されている．

1952年には被爆の危険がなく非侵襲性である超音波

検査法の最初の報告が行われている．これは必要に応じ

て繰り返し行える利点があり，現在ではCT-scanに優る

とも劣らない検査法として汎用されている54）．

1952年からは文部省総合科学研究「糸状菌症」班が

発足し55），高橋吉定著「真菌検査法」が発刊され，その

翌年には占部による「カンデイダ症の誘因並びに治療に

関する研究」に科学研究費が支給され56），1955年から文

部省総合科学研究「カンジダ症」班57）が，次いで「真

菌性疾患に対する研究」班58）が発足している．

戦後の食糧難の時代がまだ続いていた1953年（昭和

28年）１月ビルマ（現在のミャンマー）からの輸入米

が黄色に変色しているのが東京の米屋で発見され，配給

されずに事なきを得た事件，所謂“黄変米事件”がある．

この変色した米から３種のPenicillium sp. が検出され

た．即ちP. islandicum，P. citrinum，P. citreo-virideであ

り，中でもP. islandicumは代謝産物としてluteoskyrin,

islandotoxinを産生し，肝毒性を示すことが指摘されて

いる．毒素に関しては，古く明治時代に脚気論争がおき

た時，食物中の毒素が原因ではないかと研究が開始され

ている．その後も食糧に関する重要な問題として研究が

続けられていた．黄変米に関与する真菌は上記のほかP.
toxicariumなどがある．P. citrinumは腎毒性を有する

citrinumを産生する．この事件をきっかけにaflatoxin,

canditoxin，sterigmatoxin，citreoviridinなどを含めた

mycotoxinに関する研究が長期間にわたって盛んに行わ

れている59－100）．この方面の研究に関しては，近年本学

会であまり議論されたことがないため，文献は比較的多

く記載したが，それでも1950～1970年代初めまでの一

部を記するに止めた．

1950年Hazenらによりnystatin101）が開発された．こ

れは内服で用いられ，消化管からの吸収が悪いため，現

在では内科領域で殆ど用いられない．

1952年細谷はStreptomyces hachijoensisから得られた

本邦初のヘプタエン系抗真菌剤trichomycinを開発し

た102）．

1954年３月太平洋のビキニ環礁付近で操業中の第５

福竜丸がアメリカの水爆実験で被爆し，乗組員の方が白

血病を発症し，その翌年９月アスペルギルス感染症を併

発して亡くなった事件がある．この事件もきっかけとな

り，糸状菌による感染症にまでも話題が広がり，深在性

真菌症に対する認識が高まって，病理学的研究が盛んに

行われた103－105）．
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Goldらは1956年Streptomyces sp. M-4575の産生物か

らamphotericin B（AMPH）の単離に成功し106），本邦

では1962年市販されている．これはポリエンマクロラ

イド系の抗生物質で，真菌細胞膜の主要構成脂質である

ergosterolに直接作用して細胞膜の透過性を変化させて

抗真菌作用を発揮する．抗真菌スペクトルは広いが，肝

障害や腎障害などの副作用が多く，十分量を投与できな

いのが実情であった．

1964年Blastomyces brasiliensis感染症（ブラジル在住

の日本人例）の報告107a）が，また剖検例を詳細に検討し

て，島峰らはTrichophyton による深在性感染症108）を，

西・OkudairaはHormodendrum pedrosoiによる深在性

真菌症を報告している109，110）．

1957年には第１回日本医真菌学会が開催され，翌年

に国際医真菌学会（International Society for Human

and Animal Mycology, ISHAM）が発足し，1959年の

医学会総会で主題の１つに「真菌症」111）が取り上げられ，

1960年には学会誌「真菌と真菌症」が発刊されている．

またこの年に真菌特にCandidaの選択培地である水野－

高田培地が考案されている112）．当時学問の世界で特許

を取ることは，学者の風上にも置けないとされていた時

代に，上司の意向で特許を取ったため，周囲の人たちか

らの顰蹙を買い，開発者は苦労されたという．産学協同

研究が提唱され，特許取得が当然の現在では考えられな

いことである．

翌1961年日本医真菌学会が日本医学会の第49分科会

として正式に加入し，同じ年にStudies on Candidiasis

in Japanが発刊されている113）．学会誌の発刊と前後して，

1959－1960年に本邦初の骨髄移植例が報告されてい

る114－119）．各種移植の進歩は日和見感染症としての真菌

症との戦いでもある．

1963年の医学会総会では主題：「微生物の微細構造」120，121）

で真菌が取り上げられたほか，主題：「肺アスペルギル

ス症」が122），また高橋は「日本における真菌症」123）を講

演しており，更に第１回の医真菌学講習会が1964年に

開催されるなど真菌症が注目を浴びた時期であると共

に，臨床では1957年ヒストプラスマ症 124）・肺アスペ

ルギローマ125，126），1961年ニューモシスチス症127），1964

年パラコクシジオイデス症128）の本邦第１例が相次いで

報告されるなど医真菌学が急速に発展し始めた時期でも

ある．

ヒストプラスマ症に関しては，海外渡航歴の無い症例

の報告があり，国内にこの真菌が存在する可能性が示唆

されているほか，アマゾンの洞窟へ蝙蝠の生態を撮影に

出かけたクルー８名のうち７名が感染して発症した報告

がある129）．

昭和41年（1966年）頃から昭和60年（1985年）頃まで
1966年には「医真菌学関係改正用語集」が発表され

ている．翌年には南アフリカ・ケープタウンで世界最初

の心臓移植がChristaanによって行われ，その翌年には

本邦でも最初の心臓移植が実施された．しかし後に移植

の適否に関する議論が盛んに行われ，本邦における移植

医療の開始が遅れる原因の一つとなった．

同年Miyakeらにより病理標本を用いた「蛍光抗体法

による病原真菌の種属診断法の確立」が発表された130）．

真菌症では各種検体から原因真菌の検出率が低いことも

あって，血清学的補助診断法の開発が急務であった．

1973年肺アスペルギローマ患者に対する沈降抗体検出

法が，Pepysらに準じた方法が池本らによって提唱され，

肺アスペルギローマ診断の一助になった131）．

1975年には本邦では初めてのISHAM総会が岩田和夫

会長のもとに開催され，1979年のISHAM総会で土屋毅

が ISHAM学会賞を授与されている．

その間，1970年アレルギー性気管支肺アスペルギル

ス症132）の本邦第１例が報告されている．1978年以降は

真菌が関与するアレルギー性疾患・夏型過敏性肺（臓）

炎 133 － 137）が数箇所の施設から報告され，その原因を

Cryptococcus neoformansとする説があったが，その後の

研究により C. neoformans と共通抗原を保有する Tri-
chosporon原因説に落ち着き，診断基準は1987年になり

確立された138）．

その後クラドスポリウム症が1980年に報告139）されて

いる．

AMPH発売から17年目の1979年にピリミジン系抗真

菌剤flucytosine（5-fluorocytosine, 5-FC）が２番目の抗

真菌剤として発売された．この薬剤は真菌が持つcyto-

sine permiaseの作用で細胞内に取り込まれ，細胞内で

cytosine deaminaseによって5-fluorouracilに変換されて

DNAやRNAの生合成を阻害して抗真菌作用を示す．

AMPHと5-FCの併用は強い効果を発揮する．

1985年微生物の分類をはじめ，あらゆる方面の解析

に用いられているpolymerase-chain reaction（PCR）

法140）が開発された．

一方1970年代末より免疫不全のない一見健康な男性

にニューモシスチス肺炎を合併した症例報告が見られて

いたが，New Yorkでその治療薬であるpentamidineの

使用量が著明に増加していることが，米国CDCの１女

性技師（drug technician）の目に留まったことがAIDS

発見の端緒とされる141）．その後原因の追究が行われて

HIVウイルスが証明され，細胞性免疫不全を招来し，あ

らゆる日和見感染症を合併することが判明した．日和見

感染症の大部分を，ニューモシスチス症やカンジダ症を

はじめとする真菌症が占めており，しかも原因となる真

菌の種類も極めて多彩で，これまで問題にされなかった

弱毒で平素無害と考えられていた微生物による感染症を

合併し，そのことがAIDSの診断基準にもなっている．

本邦でも1985年以降，AIDS発生動向調査が開始され，

血液製剤による感染が社会問題として一躍注目された．

HIVウイルス感染者数およびAIDS患者数は年々僅かで

はあるが確実に増加し続けており，実際に報告される数

は氷山の一角にすぎず，感染者の実態はその数倍に及ぶ

可能性が指摘されている．現在先進国の中で増加を続け

ているのは本邦のみであり，更なる啓蒙を行い撲滅に努
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める必要がある．

Pneumocystisは培養が出来ないこともあって，その形

態が原虫に類似していることや原虫症治療薬であった

pentamidineが有効なことなどから，初め原虫とされた

が，ミトコンドリアのRNA配列がSaccharomyces cere-
visiaeのそれに類似していることが報告142）され，その後

細胞壁にβ-D-グルカンを保有していることなどから現

在は真菌に分類されている．更にPCR法による解析か

らPneumocystisは動物由来のものをP. carinii，人由来の

ものをP. jiroveciと呼ぶことが提唱されている143）．

1984年に文部省総合研究班Ａ「真菌症の診断精度の

向上と治療に関する研究」班が発足し，その成果として

「病原真菌同定法の指針」が発刊された144）．

1985年にはクリプトコックス症の補助診断法として

Serodirect®“Eiken”Cryptococcusが本邦で開発されて

いる145）．

昭和61年（1986年）頃から現在（2007年）まで
最近20年間は深在性真菌症診断・治療の面で著しい

進歩が見られた時期である．また膠原病や血液疾患を含

む各種悪性疾患に対する治療法も著しく進歩した．特に

血液疾患に対する治療は，造血幹細胞移植は言うに及ば

ず各種の化学療法の進歩は目覚しく，患者の延命が望め

るようになるに伴って日和見感染症，特に深在性真菌症

が増加している．

診断薬では先ずカンジダ症に対するD-arabinitol測定

法が1986年に開発され146），５年後には保険収載された．

同じ年にPasteur研究所で開発されたカンジダ症に対す

るPastorex® Candidaが，クリプトコックス症に対する

Pastorex® Cryptococcusが1992年，Serodirect®“Eiken”

Cryptococcusが翌年相次いで保険収載された．後者は先

に開発されたPastorex® Cryptococcusより感度・特異性

共に改善され，現在では前者より多く用いられている．

少し遅れて1995年アスペルギルス症に対するPas-

torex® Aspergillusが保険適応になっている．その後Pas-

torex® Aspergillusより15倍感度がよくなったとされる

Platelia® Aspergillusが開発され1998年に発売された．

エンドトキシン検出法に，エンドトキシンがカブトガ

ニの赤血球をゲル化する現象を利用したLimulusテスト

があるが，真菌の細胞壁に存在する（1→3）-β-D-グル

カンもエンドトキシンと同様の作用があることを利用し

た血漿中（1→3）-β-D-グルカン検出法が本邦で開発さ

れた147）．これは真菌症，特にアスペルギルス症，カン

ジダ症やニューモシスチス症の診断に有用である．

2000年になりPCR法を用いたreal-time PCRによる真

菌症診断キットが開発されている148）．最近ではPCR法

を利用して，各検査センターで独自の方法を採用してい

るようである．

各血清（漿）学的補助診断法は，検体の採取時期に

よって感度・特異性など微妙に異なる．さらに接合菌な

どに対する補助診断法は開発されておらず，未だ十分と

は言えない．今後更に発展して欲しい分野である．

しかしこれらはあくまでも補助診断法であり，確定診

断には至らない．基本的には積極的に各種病巣から採取

した検体を培養する努力が必要である．最近微生物の検

査は検査室任せの傾向があるが，主治医が検体を直接塗

抹染色して鏡検すれば，培養結果を待つことなくその病

原性を判断することが出来ることを肝に銘ずべきであ

る．

1997年には日本人としては二人目になるISHAM学会

賞を鈴木茂生が受賞している149）．

この間，臨床では1987年深在性（侵襲性）のペニシ

リウム症150）（1987年），フザリウム症151），1989年スケド

スポリウム症152），1980年ハンセヌラ症153），1993年Peni-
cillium sp. による菌球形成例154）や，1997年スエヒロタ

ケによるアレルギー性気管支肺真菌症155）が報告されて

いる．更に1997年治療経過中に耐性化したカンジダ血

症156），1998年aflatoxin産生 Aspergillus flavusによる播

種性感染症157）が報告されるなど菌種が多彩になると共

に多方面からの解析がなされるようになっている．

Aspergillus flavus感染症では感染肺病巣中からaflatoxin

が検出されている．従来のmycotoxinの研究は食中毒に

関するものが主であったが，感染病巣からmycotoxinが

検出されたことは，mycotoxinが宿主の免疫機構に何ら

かの影響を与えている可能性を示唆するものであろう．

2000年P. marneffei感染症158）が報告されている．これ

は海外でHIVに感染すると共に，中国南部・タイなど

東南アジアに生息するbamboo ratが保有するとされる

P. marneffeiに感染して帰国し，その後発症して死亡し

た症例である．今後わが国へ持ち込まれる各種の輸入感

染症に対する注意が必要であろう．

2001年にはマラセチア症159）による全身性感染症が報

告されている．

連続して発売される一連のAzole系薬剤の最初の薬剤

としてmiconazole160）が1986年に発売された．Azole系

薬剤の作用機序は，真菌細胞膜の構成脂質であるergos-

terolの合成過程でlanosterolからergosterolへの合成を

阻害して真菌を死滅させるものである．その後1989年

fluconazole（FLCZ）が発売され，1994年itraconazole

（ITCZ）と続いた．

2002年には本邦で開発されたcandin系薬剤である

micafungin161）が発売されている．これは真菌細胞壁の

（1→3）-β-D-グルカンに作用して抗真菌効果を示すもの

で，これまでとは作用機序が全く異なった薬剤である．

従って細胞壁に（1→3）-β-D-グルカンを有するカンジ

ダ症やアスペルギルス症およびニューモシスチス症には

有効であるが，ムーコル症などには効果がないなどスペ

クトルは狭いが副作用の少ない薬剤である．

その後更にFLCZのprodrugであるfosfluconazoleが

2003年，第３世代Azole系薬剤であるvoriconazoleが

2005年に，そして2006年AMPH-Bの副作用を軽減し投

与量を増量できるliposomal amphotericin B（AmBi-

some®）が発売された．次いでITCZの吸収を良くした

内用液（oral solution）や静注剤が発売され，抗真菌剤
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の選択の幅が広がり，少しずつではあるが，予後の改善

が期待できるようになり，深在性真菌症で苦しんでいる

方にとっては福音である．

このように抗真菌剤の数は増えたものの，基礎疾患が

重篤なこともあり，十分満足のいく臨床効果は得られな

いことが多い．今後併用療法を含めた検討が必要である

と共に，更なる薬剤の開発が望まれる．

ただ真菌がヒトと同じ真核生物に属し，細胞の基本構

造が同じため，ヒトの細胞に影響がなく真菌にのみ作用

する薬剤の開発が難しく，全身性あるいは深在性真菌症

に用いられる薬剤は未だ極めて少ない．真菌細胞壁のキ

チンなどへ作用する薬剤の開発も期待したい．

また深在性真菌症の原因真菌の幅が広がっていること

が従来から指摘されているにも拘らず，最近は剖検率の

低下が著しい上に，剖検時感染病巣を培養して原因を追

究する努力がなされない傾向がある．１例１例を大切に

追求していく姿勢が大切と考える．

以上真菌感染症に関する事柄を縷々述べたが，重篤な

基礎疾患を有する患者の方々に合併した真菌症に対する

予防法・診断法・治療法が更に進歩・発展することを

願ってやまない．

終わりに

本稿は「日本医真菌学会50周年記念特別講演」を書

き直したものである．本来であれば「日本医真菌学会

50周年記念誌」に掲載されるべき原稿であるが，4,000

字程度との制約があったためそれが出来ず，講演内容に

加筆し総説として投稿した．

学校で教わる歴史は支配階級が作った歴史であり，そ

の裏にも歴史がある．そのため裏表を熟知することが大

切であることを，高校時代・高山克己先生（ニックネー

ム・サブマリン）に教わったのがきっかけとなったほか，

池波正太郎の「日曜日の万年筆」の中で，終戦直後の僅

か10日か半月の間に「これだけ変身できるものだ」と

思わせるほどのジャーナリズムの豹変ぶりを知るに至っ

て，歴史書を紐解く時，つい「本当かな」と裏を覗きた

くなる習癖が出来たことは否めない．内容の一部にその

ことを意識して記載した部分が無きにしもあらずであ

る．

しかし先人の業績を辿って見る時，実に多くのことが

既に研究されていることに驚かされる．最近はimpact

factorで評価されるため海外の論文にのみ目を向けがち

であるが，本邦の貴重な論文業績が見逃されないように

する目的もあって敢えて論文にした．

稿を終わるに当たり，文献収集に多大なご協力を戴いた順

天堂大学医学部図書館の皆様に心よりお礼申し上げます．
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Medical History and Progress in Infectious Diseases, Especially Systemic 
Fungal Infections in Japan

Takeshi Mori
Division of Hematology, Department of Internal Medicine, Juntendo University School of Medicine. 

2-1-1, Hongo, Bunkyo-Ku, Tokyo 113-8421, Japan.

This paper reports on medical history from the end of the Edo period to the present and development of studies on infec-
tious diseases, especially medical mycology including systemic fungal diseases.

With the inflow of Dutch studies at the end of the Edo period and the adoption of European, mainly German, medicine in
the Meiji Restoration, Japanese medical studies gradually developed. However, evolution in the medical field as well as other
scientific fields was prevented during the 2nd World War.

After the War, there was marked progress in scientific fields and medical research made strong advances. In the past 20
years, basic fungal studies and clinical fungal diseases, especially clinical analysis, clinical diagnosis and treatment of sys-
temic fungal infections have progressed. The level in this field is now equivalent to or higher than that in European coun-
tries. Further development is necessary, however, to relieve patients suffering from systemic fungal infections. Members of
the Japanese Association of Medical Mycology must be leaders among international medical mycologists.
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感

染
症

（
特

に
医

真
菌

症
関

連
）

事
項

（
３

）

C
hr

on
ol
og

y 
of
 a
ff
ai
rs

 r
el
at
ed

 t
o 
Ja

pa
ne

se
 m

ed
ic
al
 p

ro
gr

es
s 
an

d 
in
fe
ct
io
us

 d
is
ea

se
s（

es
pe

ci
al
ly
 f
un

ga
l 
in
fe
ct
io
ns

）（
３

）

西
　

暦
年

　
号

日
本

医
学

会
，

真
菌

学
お

よ
び

医
真

菌
学

会
関

連
事

項
感

染
症

関
連

記
事

及
び

真
菌

症
本

邦
報

告
例

診
断

法
・

抗
真

菌
剤

及
び

各
種

薬
剤

の
開

発
・

発
売

A
.D

.
Ja

pa
ne

se
A
ff
ai
rs

 c
or

re
la
ti
ve

 t
o 
pr

og
re

ss
 o
f 
Ja

pa
ne

se
 

It
em

s 
re

la
te
d 

to
 i
nf

ec
ti
ou

s 
di
se

as
es

 a
nd

 f
ir
st
 

D
ev

el
op

m
en

t 
or

 r
el
ea

se
d 

ye
ar

 o
f 
di
ag

no
st
ic
 

er
a 
na

m
e 

m
ed

ic
in
e，

re
la
te
d 

to
 m

ed
ic
al
 m

yc
ol
og

y 
an

d 
re

po
rt
ed

 c
as

e 
of
 s
ys

te
m
ic
 f
un

ga
l 
in
fe
ct
io
ns

 i
n 

m
et
ho

ds
 f
or

 i
nf

ec
ti
ou

s 
di
se

as
es

，
an

ti
fu

ng
al
s 

an
d 

ye
ar

Ja
pa

ne
se

 S
oc

ie
ty

 o
f 
M

ed
ic
al
 M

yc
ol
og

y
Ja

pa
n.

an
d 

an
ti
m
ic
ro

bi
al
 a
ge

nt
s

18
75

年
（

明
治

８
年

）
（

２
月

）
医

師
学

術
試

験
実

施

（
７

月
）

足
立

　
寛

：
軍

医
学

校
で

消
毒

法
を

講
義

東
京

医
学

会
社

創
立

（
医

学
会

の
始

ま
り

）

「
順

天
堂

医
事

雑
誌

」（
佐

藤
尚

中
）（

症
例

集
）

刊

18
76

年
（

明
治

９
年

）
E
rw

in
 v

on
 B

äl
z
・

東
京

医
学

校
に

着
任

（
独

）K
oc

h 
R
：

家
畜

の
脾

よ
り

脾
脱

疽
菌

を
発

見
・

純
培

養
成

功
（

英
）

T
yn

da
ll 
J：

細
菌

の
選

択
的

発
育

阻
害

作
用

「
内

科
提

要
」（

Sc
hm

id
t 
E
O
著

）（
日

本
語

訳
）

刊
（

独
）

W
ei
ge

rt
 C

：
ワ

イ
ゲ

ル
ト

染
色

法
創

始
観

察
７

） （
ペ

ニ
シ

リ
ン

の
濫

觴
）

脚
気

病
性

等
調

査
方

を
制

定

18
77

年
（

明
治

10
年

）
博

愛
社

（
後

の
日

本
赤

十
字

社
）

設
立

（
佐

野
常

民
）

（
独

）
B
ol
lin

ge
r 
O
：

牛
型

放
線

状
菌

（
放

線
菌

？
）

発
見

（
２

月
）「

東
京

医
事

新
報

」
刊

18
78

年
（

明
治

11
年

）
（

独
）

E
hr

lic
h 

P
：

細
菌

の
ア

ニ
リ

ン
染

色
成

功

（
独

）
Is
ra

el
 J
A

：
独

自
に

人
か

ら
放

射
菌（

放
線

菌
？

）菌
発

見

18
79

年
（

明
治

12
年

）
「

病
體

剖
観

示
要

」（
三

宅
　

秀
著

）
出

版

「
済

衆
録（

仁
墨

児（
ニ

ー
メ

ル
）内

科
則

）」
（

佐
藤

尚
中

訳
）刊

18
80

年
（

明
治

13
年

）
伝

染
病

予
防

規
則

公
布

（
独

）
K
oc

h 
R
：

細
菌

学
確

立
・

透
明

固
型

培
養

基
を

発
表

「
病

理
総

論
」（

三
宅

　
秀

著
）

出
版

湯
目

補
隆

：「
秦

西
医

学
書

」（
初

の
西

洋
医

学
書

）
出

版

18
81

年
（

明
治

14
年

）
（

独
）

L
an

de
re

r 
A
S
：

生
理

食
塩

水
の

静
注

を
試

み
る

18
82

年
（

明
治

15
年

）
「

病
理

各
論

」（
三

宅
　

秀
著

）
出

版
「

治
療

通
論

」
出

版
（

独
）

K
oc

h 
R
：

結
核

菌
を

発
見

18
83

年
（

明
治

16
年

）
東

京
医

学
会

設
立

　
（

米
）「

Sc
ie
nc

e」
創

刊
（

独
）

K
no

rr
 L

：
an

ti
py

ri
n
合

成

18
84

年
（

明
治

17
年

）
（

デ
）

G
ra

m
 H

C
J：

グ
ラ

ム
染

色
法

創
始

18
85

年
（

明
治

18
年

）
大

日
本

製
薬

会
社

（
現

・
大

日
本

住
友

製
薬（

株
））

設
立

緒
方

正
規

・
脚

気
感

染
説

を
主

張

18
86

年
（

明
治

19
年

）
（

独
）

W
ei
l 
A

：
ワ

イ
ル

病
記

載

18
87

年
（

明
治

20
年

）
「

ば
く

て
り

あ
病

理
新

説
」（

ク
レ

ー
ド

ル
著

）（
矢

野
三

郎
訳

）刊
明

治
20

年
以

降
第

２
次

世
界

大
戦

終
了

頃
ま

で
放

線
菌

に
関

東
京

医
学

会
雑

誌
刊

す
る

研
究

・
症

例
発

表
が

多
く

を
占

め
て

い
た

9
－

31
）

18
88

年
（

明
治

21
年

）
「

バ
ク

テ
リ

ア
図

説
」（

永
松

東
海

纂
訳

）
刊

（
仏

）
N
oc

ar
d 

E
IE

：
牛

の
no

ca
rd

ia
si
s記

載
8）

18
89

年
（

明
治

22
年

）
宮

本
　

仲
：

チ
フ

ス
患

者
に

生
食

注
射

（
仏

）
T
re

vi
sa

n
：

人
か

ら
N

oc
ar

di
a
分

裂
菌

を
発

見

18
90

年
（

明
治

23
年

）
第

1
回

乙
酉

会
（

日
本

医
学

会
の

前
身

）
（

独
）

B
os

tr
oe

m
 E

：
人

か
ら

A
ct

in
om

yc
es

 g
ra

m
in

is
分

離

18
92

年
（

明
治

25
年

）
伝

染
病

研
究

所
設

立
（

所
長

：
北

里
柴

三
郎

）

18
93

年
（

明
治

26
年

）
第

２
回

乙
酉

会

黴
菌

学
（

北
里

柴
三

郎
著

）
出

版

18
94

年
（

明
治

27
年

）
「

顕
微

鏡
的

及
化

学
的

臨
床

診
断

学
上

巻
」

（
小

島
浦

三
郎

・
一

江
錠

太
郎

共
訳

）
刊
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m
ic
 f
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l 
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fe
ct
io
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m
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or
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nf

ec
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ou

s 
di
se

as
es

，
an

ti
fu
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al
s 

an
d 

ye
ar

Ja
pa

ne
se

 S
oc

ie
ty
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f 
M

ed
ic
al
 M

yc
ol
og

y
Ja

pa
n.

an
d 

an
ti
m
ic
ro

bi
al
 a
ge

nt
s

18
96

年
（

明
治

29
年

）
「

皮
膚

病
学

」（
筒

井
八

百
珠

書
）

刊

「
実

習
細

菌
学

総
論

・
各

論
」（

浅
川

範
彦

著
）

刊

18
97

年
（

明
治

30
年

）
志

賀
　

潔
：

赤
痢

菌
発

見
（

独
）

E
ic
he

ng
ru

n 
A
 e

t a
l.：

as
pi
ri
n
合

成

伝
染

病
予

防
法

公
布

森
林

太
郎

・
小

池
正

直
「

衛
生

新
書

」
刊

18
99

年
（

明
治

32
年

）
伝

染
病

研
究

所
を

内
務

省
管

轄
に

（
独

）
D
re

ss
er

 H
：

as
pi
ri
n
を

治
療

薬
と

し
て

使
用

19
00

年
（

明
治

33
年

）
E
rw

in
 v

on
 B

äl
z
・「

内
科

書
」（

独
文

）
刊

遠
藤

　
滋

：
遠

藤
培

地（
乳

酸
非

分
解

性
病

原
菌

分
離

用
培

地
）

19
02

年
（

明
治

35
年

）
第

1
回

日
本

聯
合

医
学

会
開

催
（

会
頭

：
田

口
和

美
）

19
03

年
（

明
治

36
年

）
「

日
本

内
科

学
会

」
成

立
（

第
1
回

会
長

：
青

山
胤

道
）

19
04

年
（

明
治

37
年

）
結

核
予

防
に

関
す

る
内

務
省

令
（

仏
）S

ab
ou

ra
ud

 R
J 
A

：
皮

膚
病

に
お

け
る

糸
状

菌
の

関
与

を

富
士

川
游

「
日

本
医

学
史

」
刊

指
摘

19
06

年
（

明
治

39
年

）
（

米
）

D
ar

lin
g 

ST
：

H
is
to
pl
as

m
os

is
記

載

19
07

年
（

明
治

40
年

）
松

川
三

彌
・

脚
気

撲
滅

の
た

め
陸

軍
に

お
け

る
米

食
全

廃
接

合
菌

症
の

第
1
例

（
稲

田
）32

）

試
行

を
提

案
肺

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
症

の
第

1
例

（
緒

方
）33

）

19
08

年
（

明
治

41
年

）
（

独
）

G
el
m
o 
P
：

p-
am

id
ob

en
zo

l 
su

lfo
ns

äu
re

を

最
初

に
合

成

19
09

年
（

明
治

42
年

）
（

独
）

G
ie
m
sa

 G
：

ギ
ム

ザ
染

色
法

考
案

19
10

年
（

明
治

43
年

）
（

仏
）

Sa
bo

ur
au

d
：“

L
es

 T
ei
gn

es
（

白
癬

）”
を

出
版

鈴
木

梅
太

郎
：「

オ
リ

ザ
ニ

ン
」

を
発

見
4）

19
11

年
（

明
治

44
年

）
富

士
川

游
「

日
本

疾
病

史
」（

上
巻

）
刊

19
12

年
（

大
正

元
年

）
（

仏
）B

eu
rm

an
n 

C
L 

&
 G

ou
ge

ro
t 
H
：

ス
ポ

ロ
ト

リ
ク

ム
症

記
載

19
13

年
（

大
正

２
年

）
「

日
本

内
科

全
書

」（
青

山
胤

道
）

刊
深

在
性

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

症
（

渡
邊

ほ
か

）34
）

19
14

年
（

大
正

３
年

）
内

務
省

伝
染

病
研

究
所

を
文

部
省

に
移

管
（

独
）S

ch
ot
tm

ul
le
r 
H
：

A
ct

in
om

yc
es

 m
ur

is 
ra

tti
を

分
離

（
所

謂
・

伝
研

移
管

事
件

）

19
15

年
（

大
正

４
年

）
結

核
予

防
に

関
す

る
法

律

山
極

勝
三

郎
ら

タ
ー

ル
に

よ
る

人
工

癌
発

生
成

功

19
16

年
（

大
正

５
年

）
大

日
本

医
師

会
設

立

19
18

年
（

大
正

７
年

）
ス

ペ
イ

ン
風

邪
大

流
行

19
19

年
（

大
正

８
年

）
結

核
予

防
法

19
21

年
（

大
正

10
年

）
東

京
大

学
に

黴
菌

学
講

座
新

設

19
22

年
（

大
正

11
年

）
健

康
保

険
法

公
布

19
23

年
（

大
正

12
年

）
「

性
病

学
」（

土
肥

慶
蔵

著
）

出
版

O
ta
-L

an
ge

ro
n
の

分
類

（
太

田
正

雄
ほ

か
）35

）

19
24

年
（

大
正

13
年

）
「

黴
毒

史
」（

土
肥

慶
蔵

著
）

独
文

で
出

版
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）

西
　

暦
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号

日
本

医
学

会
，

真
菌

学
お

よ
び

医
真

菌
学

会
関

連
事

項
感

染
症

関
連

記
事

及
び

真
菌

症
本

邦
報

告
例

診
断

法
・

抗
真

菌
剤

及
び

各
種

薬
剤

の
開

発
・

発
売

A
.D

.
Ja

pa
ne

se
A
ff
ai
rs

 c
or

re
la
ti
ve

 t
o 
pr

og
re

ss
 o
f 
Ja

pa
ne

se
 

It
em

s 
re

la
te
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 i
nf
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ou
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di
se
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 a
nd

 f
ir
st
 

D
ev

el
op

m
en

t 
or

 r
el
ea

se
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ye
ar

 o
f 
di
ag

no
st
ic
 

er
a 
na

m
e 

m
ed

ic
in
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re
la
te
d 

to
 m

ed
ic
al
 m

yc
ol
og

y 
an

d 
re

po
rt
ed

 c
as

e 
of
 s
ys

te
m
ic
 f
un

ga
l 
in
fe
ct
io
ns

 i
n 

m
et
ho

ds
 f
or

 i
nf

ec
ti
ou

s 
di
se

as
es
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ti
fu

ng
al
s 

an
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ye
ar

Ja
pa
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se

 S
oc

ie
ty

 o
f 
M

ed
ic
al
 M

yc
ol
og

y
Ja

pa
n.

an
d 

an
ti
m
ic
ro

bi
al
 a
ge

nt
s

19
26

年
（

大
正

15
年

）
第

1
回

伝
染

病
学

会
（

会
長

：
二

木
謙

三
）

19
27

年
（

昭
和

２
年

）
花

柳
病

予
防

法
公

布

健
康

保
険

制
度

実
施

19
28

年
（

昭
和

３
年

）
板

倉
　

武
「

治
療

学
総

論
」

克
誠

堂
刊

（
英

）
F
le
m
in
g 

A
：

青
カ

ビ
の

抑
菌

性
を

発
見

19
29

年
（

昭
和

４
年

）
二

木
謙

三
ほ

か
鼠

咬
症

の
研

究
で

大
毎

賞
受

賞
（

英
）

F
le
m
in
g 

A
：

pe
ni
ci
lli
n
発

見
42

）

19
30

年
（

昭
和

５
年

）
（

11
月

）
浜

口
雄

幸
首

相
，

東
京

駅
頭

で
暴

漢
に

狙
撃

さ
れ

,
（

米
）

K
en

da
ll 
E
C
：

副
腎

ホ
ル

モ
ン

（
co

rt
ic
os

te
ro

id
）

翌
年

８
月

腹
部

放
線

菌
症

で
死

亡
分

離

19
32

年
（

昭
和

７
年

）
吉

田
富

三
，

佐
々

木
隆

興
：

ガ
ン

造
成

（
米

）
土

壌
の

抗
菌

性
に

注
目

（
W

ak
sm

an
 S

A
）

19
33

年
（

昭
和

８
年

）
（

独
）

D
om

ag
k 

G
 e

t a
l.：

su
lfo

na
m
id
e-
di
am

in
o-

az
ob

en
zo

l（
pr

on
to
si
l）

合
成

19
35

年
（

昭
和

10
年

）
（

仏
）

T
ré

fo
uë

l 
J 

et
 a

l.：
su

lfo
na

m
id
es

は
pr

on
to
si
l

と
同

様
効

果
と

発
表

19
36

年
（

昭
和

11
年

）
（

米
）

K
en

da
ll 
E
C
ら

：
co

rt
is
on

e
分

離

（
仏

）
B
ov

et
 D

：
pr

on
to
si
lの

分
解

物
（

su
lfa

ni
la
m
id
e）

の
抗

菌
作

用
発

見

19
37

年
（

昭
和

12
年

）
日

本
医

師
会

，
正

式
に

設
立

カ
ン

ジ
ダ

症
（

小
児

例
）（

服
部

ほ
か

）38
）

コ
ク

シ
ジ

オ
イ

デ
ス

症
（

外
国

人
例

）（
榊

原
　

仟
ほ

か
）40

）

19
38

年
（

昭
和

13
年

）
国

民
健

康
保

険
法

公
布

（
米

）
su

lfa
py

ri
di
ne

を
肺

炎
に

使
用

・
成

功

19
39

年
（

昭
和

14
年

）
（

英
）

O
xf

or
d

A
E
ら

：
gr

is
eo

fu
lv
in

を
発

表
44

）

（
独

）
D
om

ag
k 

G
ら

：
pr

on
to
si
lの

抗
生

的
効

果
を

発
表

19
41

年
（

昭
和

16
年

）
（

米
）

pe
ni
ci
lli
n
開

発

19
42

年
（

昭
和

17
年

）
健

康
保

険
法

修
正

播
種

性
ス

ポ
ロ

ト
リ

コ
ー

ジ
ス

（
西

富
久

江
）41

）
（

米
）

pe
ni
ci
lli
n
を

敗
血

症
に

応
用

19
43

年
（

昭
和

18
年

）
（

米
）

W
ak

sm
an

 S
A

：
st
re

pt
om

yc
in

を
医

用
と

示
唆

19
44

年
（

昭
和

19
年

）
（

仏
）

C
ar

re
l 
A

：
猫

の
腎

移
植

，
２

カ
月

生
存

19
45

年
（

昭
和

20
年

）
（

米
）

W
ak

sm
an

 S
A

：
st
re

pt
om

yc
in

人
体

実
験

成
功

19
46

年
（

昭
和

21
年

）
医

師
国

家
試

験
制

度
・

イ
ン

タ
ー

ン
制

度
制

定
（

英
）

O
xf

or
d
ら

：
gr

is
eo

fu
lv
in

の
抗

糸
状

菌
効

果
を

発
見

19
47

年
（

昭
和

22
年

）
（

米
）

E
hr

lic
h 

H
：

ch
lo
ra

m
ph

en
ic
ol
精

製
45

）

19
48

年
（

昭
和

23
年

）
be

nz
yl
pe

ni
ci
lli
n
発

売

19
49

年
（

昭
和

24
年

）
（

米
）

C
ut

ti
no

 J
T
ら

：
肉

芽
腫

性
ノ

カ
ル

ジ
ア

症
記

載

19
50

年
（

昭
和

25
年

）
（

４
月

）中
央

社
会

保
険

医
療

協
議

会
・

社
会

保
険

審
議

会
発

足
肺

モ
ニ

リ
ア

症
の

研
究

（
美

甘
ほ

か
）47

）
（

米
）

H
az

en
 E

L
, B

ro
w
n 

R
：

ny
st
at
in

発
見

（
米

）
L
aw

le
r 
R
H
ら

：
世

界
初

の
腎

移
植

46
）

st
re

pt
om

yc
in

・
ch

lo
ra

m
ph

en
ic
ol
発

売

19
51

年
（

昭
和

26
年

）
（

英
）

W
oo

dw
ar

d 
R
B
：

co
rt
is
on

e
合

成
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感

染
症

（
特

に
医

真
菌

症
関

連
）
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項
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６

）
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 d
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pe
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un

ga
l 
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fe
ct
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）（
６

）

西
　

暦
年

　
号

日
本

医
学

会
，

真
菌

学
お

よ
び

医
真

菌
学

会
関

連
事

項
感

染
症

関
連

記
事

及
び

真
菌

症
本

邦
報

告
例

診
断

法
・

抗
真

菌
剤

及
び

各
種

薬
剤

の
開

発
・

発
売

A
.D

.
Ja

pa
ne

se
A
ff
ai
rs

 c
or

re
la
ti
ve

 t
o 
pr

og
re

ss
 o
f 
Ja

pa
ne

se
 

It
em

s 
re

la
te
d 

to
 i
nf

ec
ti
ou

s 
di
se

as
es

 a
nd

 f
ir
st
 

D
ev

el
op

m
en

t 
or

 r
el
ea

se
d 

ye
ar

 o
f 
di
ag

no
st
ic
 

er
a 
na

m
e 

m
ed

ic
in
e，

re
la
te
d 

to
 m

ed
ic
al
 m

yc
ol
og

y 
an

d 
re

po
rt
ed

 c
as

e 
of
 s
ys

te
m
ic
 f
un

ga
l 
in
fe
ct
io
ns

 i
n 

m
et
ho

ds
 f
or

 i
nf

ec
ti
ou

s 
di
se

as
es

，
an

ti
fu

ng
al
s 

an
d 

ye
ar

Ja
pa

ne
se

 S
oc

ie
ty

 o
f 
M

ed
ic
al
 M

yc
ol
og

y
Ja

pa
n.

an
d 

an
ti
m
ic
ro

bi
al
 a
ge

nt
s

19
52

年
（

昭
和

27
年

）
超

音
波

検
査

法
の

第
1
報

（
宮

島
・

和
賀

井
ほ

か
）54

）
汎

発
性

モ
ニ

リ
ア

症
（

堂
野

前
ほ

か
）49

）
（

米
）

er
yt

hr
om

yc
in

発
見

（
M

cG
ui
re

 J
M

）
文

部
省

総
合

科
学

研
究「

糸
状

菌
症

」班
発

足（
29

年
ま

で
）55

）
細

谷
省

吾
ほ

か
：

tr
ic
ho

m
yc

in
開

発
高

橋
吉

定
「

真
菌

検
査

法
」（

医
学

書
院

）
刊

19
53

年
（

昭
和

28
年

）
（

1
月

）
黄

変
米

事
件

：
ビ

ル
マ（

現
ミ

ャ
ン

マ
ー

）産
の

輸
入

米
（

カ
ナ

ダ
）

Sa
lk
 J
E
：

ソ
ー

ク
ワ

ク
チ

ン
開

発
か

ら
3
種

の
Pe

ni
ci

lli
um

sp
. を

検
出

19
54

年
（

昭
和

29
年

）
（

3
月

）
ビ

キ
ニ

環
礁

で
第

5
福

竜
丸

・
水

爆
実

験
で

被
爆

T
ri

ch
op

hy
to

n
に

よ
る

深
在

性
感

染
症

（
島

峰
ほ

か
）10

8）
土

屋
　

毅
ほ

か
：

カ
ン

ジ
ダ

の
因

子
血

清
診

断
53

）

（
9
月

）
乗

組
員

の
方

が
白

血
病

を
発

症
し

，
ア

ス
ペ

ル
tr
ic
ho

m
yc

in
発

売
ギ

ル
ス

症
を

合
併

し
て

死
亡

pr
ed

ni
so

lo
ne

の
分

離
（

19
55

年
合

成
）

19
55

年
（

昭
和

30
年

）
文

部
省

総
合

科
学

研
究

「
カ

ン
ジ

ダ
症

」
班

発
足

57
）

ソ
ー

ク
ワ

ク
チ

ン
（

ポ
リ

オ
）

実
用

化
（

56
年

ト
ラ

ブ
ル

）
（

32
年

ま
で

）
19

56
年

（
昭

和
31

年
）

H
or

m
od

en
dr

um
に

よ
る

深
在

性
感

染
症

G
ol
d 

W
 e

t a
l.：

am
ph

ot
er

ic
in
 B

分
離

10
6）

（
西

・
O
ku

da
ir
a 
M

）10
9，

11
0）

酢
酸

co
rt
is
on

e
・

pr
ed

no
so

lo
ne

発
売

19
57

年
（

昭
和

32
年

）
日

本
医

真
菌

学
会

第
1
回

総
会

ヒ
ス

ト
プ

ラ
ス

マ
症

例
（

大
和

ほ
か

）12
3）

梅
沢

浜
男

：
ka

na
m
yc

in
発

見
　

ny
st
at
in

発
売

肺
ア

ス
ペ

ル
ギ

ロ
ー

マ
（

正
木

ほ
か

・
沢

崎
ほ

か
）12

5，
12

6）
（

米
）

Sa
bi
n 

A
B
：

ポ
リ

オ
生

ワ
ク

チ
ン

開
発

19
58

年
（

昭
和

33
年

）
文

部
省

科
学

試
験

研
究「

ヒ
ス

ト
プ

ラ
ス

マ
研

究
委

員
会

」発
足

国
際

医
真

菌
学

会
（

IS
H
A
M

）
発

足
19

59
年

（
昭

和
34

年
）

第
15

回
日

本
医

学
会

総
会

で「
真

菌
症

」が
テ

ー
マ

の
一

つ
に

19
60

年
（

昭
和

35
年

）
真

菌
と

真
菌

症
発

刊
水

野
・

高
田

培
地

開
発

（
M

iz
un

o 
S
ほ

か
）11

2）

骨
髄

移
植

例
の

報
告

（
芳

賀
ほ

か
，

服
部

ほ
か

）11
4
－

11
9）

19
61

年
（

昭
和

36
年

）
日

本
医

学
会

第
49

分
科

会
と

し
て

正
式

加
入

ニ
ュ

ー
モ

シ
ス

チ
ス

症
（

吉
村

ほ
か

）12
7）

St
ud

ie
s 
on

 C
an

di
di
as

is
 i
n 

Ja
pa

n
刊

日
本

人
初

の
コ

ク
シ

ジ
オ

イ
デ

ス
症

（
坂

野
ほ

か
）40

）

19
62

年
（

昭
和

37
年

）
am

ph
ot
er

ic
in
 B

発
売

19
63

年
（

昭
和

38
年

）
日

本
医

学
会

総
会

で「
肺

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
症

」が
テ

ー
マ

の
１

つ
に

12
2）

19
64

年
（

昭
和

39
年

）
第

1
回

医
真

菌
学

講
習

会
B

la
st

om
yc

es
 b

ra
si

lie
ns

is
感

染
症

例
（

K
oy

a 
G
）10

7）

19
65

年
（

昭
和

40
年

）
（

英
）

W
oo

dw
ar

d 
R
B
：

te
tr
ac

yc
lin

e
合

成

19
66

年
（

昭
和

41
年

）
医

真
菌

学
関

係
改

正
用

語
集

（
真

菌
誌

，
7
巻

２
号

）
刊

19
67

年
（

昭
和

42
年

）
B
er

na
rd

 C
が

世
界

初
の

心
臓

移
植

（
南

ア
フ

リ
カ

）
19

68
年

（
昭

和
43

年
）
（

８
月

）
日

本
初

の
心

臓
移

植
蛍

光
抗

体
法

に
よ

る
病

原
真

菌
の

種
族

診
断

法
を

確
立

（
M

iy
ak

e 
M

ほ
か

）13
0）

19
70

年
（

昭
和

45
年

）
ア

レ
ル

ギ
ー

性
気

管
支

肺
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

症
（

加
藤

ほ
か

）13
2）

19
72

年
（

昭
和

47
年

）
ス

ポ
ロ

ト
リ

ク
ム

症
（

福
代

）
19

73
年

（
昭

和
48

年
）

肺
ア

ス
ペ

ル
ギ

ロ
ー

マ
の

血
清

診
断

法
（

池
本

ほ
か

）13
1）

（
ノ

ル
ウ

ェ
ー

）
cy

cl
os

po
ri
n
発

見
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・
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A
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.
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ff
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 c
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 a
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ir
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D
ev
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 r
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m
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m
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m
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s 

an
d 
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ar
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se
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ie
ty
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f 
M

ed
ic
al
 M

yc
ol
og

y
Ja

pa
n.

an
d 

an
ti
m
ic
ro

bi
al
 a
ge

nt
s

19
75

年
（

昭
和

50
年

）
わ

が
国

で
国

際
医

真
菌

学
会

（
IS

H
A
M

）

（
会

長
：

岩
田

和
夫

）
開

催

19
78

年
（

昭
和

53
年

）
‘

夏
型

’
過

敏
性

肺
臓

炎
（

大
杉

ほ
か

）13
3）

Cr
yp

to
co

cc
us

に
よ

る
過

敏
性

肺
臓

炎
に

つ
い

て（
越

智
ほ

か
）13

43

Ca
nd

id
aに

よ
る

hy
pe

rs
en

si
tiv

ity
 p

ne
um

on
iti
s（

谷
崎

ほ
か

）13
5）

19
79

年
（

昭
和

54
年

）
土

屋
　

毅
：

IS
H
A
M

学
会

賞
受

賞
flu

cy
to
si
ne

発
売

19
80

年
（

昭
和
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